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研究成果の概要：探究学習の観点と環境学習の観点から、小中学生の理科学習に重要と考えら
れる活動を、国内外から発掘･収集するとともに独自にも開発し、各活動をモジュールの形に整
えた。それらモジュール群全体を系統的に整理する諸視点を探すと共に、それら視点間の関係
を検討した。以上を踏まえ、探究学習の観点と環境学習の観点を２本の柱とした、新しい理科
カリキュラムの骨組み案を試作した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

２００８年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 2,400,000 720,000 3,120,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育･教育工学・科学教育 
キーワード：理科、カリキュラム、教材、探究学習、環境学習 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 国際学力調査(PISA 2003、IEA 2003)の結
果にもうかがわれるように､理科を学ぶ意義
や面白さを捉えられない日本の子どもたち
が増えていることは問題である。 
 この「理科離れ現象」を克服していく方策
の一つは、学習内容のあり方、すなわちカリ
キュラムを次の２点から見直して行くことで
あると考える。 
 理科カリキュラムの見直しは、第一に、探
究学習の観点（＝ 学び手の｢自分離れ｣を克服
する観点）から行う必要がある。カリキュラ

ムは、子どもたちの〝感覚〟や〝思い〟を出
発点とし、自分で納得できる順序を踏んで、
彼らにとって意味を成す認識を広げ深めてい
く〝学び本来のあり方〟を支援するものでな
ければならないからである。 
 第二に、環境学習の観点（＝ 学びにおける
「現実離れ」を克服する観点）から行う必要
がある。理科カリキュラムは、子どもたちの
現実の行動や生き方につながるよう、〝現実
から始まり現実に還る学びのあり方〟を支援
するものでなければならないからである。 
 このような考えに立って、小中学校理科の
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カリキュラム再編に向けた研究に取り組ん
だ。 
 
 
２．研究の目的 
 「探究学習の観点」と「環境学習の観点」
に立った、新しい理科カリキュラムの骨組み
を試作し、そこに活動教材モジュール例を配
置すること。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 探究学習、環境学習のそれぞれがどのよ

うなものかを整理する。 
(2)小中学校理科の活動教材モジュールを、探
究学習の観点と環境学習の観点から発掘す
ると共に、小中学校および教育大学での教
育実践を通して新たに開発する。 

(3)集められた教材群を系統的に整理･配列で
きる視点を探す（ＫＪ法を利用）。 

(4)以上を踏まえ、探究学習の観点と環境学習
の観点に立った小中学校理科カリキュラム
の骨組み案を試作する。 

(5)骨組み案に教材モジュール例を配置する。 
 
 
４．研究成果 
(1) 探究学習モデルと環境学習モデルの検

討･整理 
① 探究学習 

探究学習の 
成り立ちや流 
れについて､ 
｢教材～授業 
展開｣と､｢カ 
リキュラム｣ 
のそれぞれの 
規模で､モデ 
ル化を試みた 
(図１、図２) 
 
 
図１（右図）．｢教 
材～授業展開規模｣ 
での､探究学習の３ 
タイプ。それぞれの 
タイプについて､通 
常授業､総合学習､自由研究､クラブ活動等、状況に応じた
使い分けが考えられる。 
 

図２．「カリキュラム規模」の探究学習モデル（広木 2002
を改変）。階層１は階層２､３の基礎であり、階層２は階
層３の基礎。「階層２に進めば階層１は不要、階層３に
進めば階層１､２は不要」というものではなく、基礎的な
階層の活動ほど､学習の進行にかかわらず何度でも繰り
返されることが必要と考えられる。 

 
② 環境学習 
 環境学習として獲得を目指したい自然概念
や環境概念について、また環境学習活動の階
層性について整理を試みた（表１a･b、表２）。 
 
 

表１ａ．「自然概念」の類型と例。環境学習では、｢状
態か営みか｣と｢人間の位置づけ｣が組み合わさった４
通りの概念の意識化が必要と考えられる。 

 
 

表１ｂ．学習対象としての「環境概念」の位置づけ。
学習対象と視点が組み合わさった４通りの概念の意識
化が必要と考えられる。 

 
 

表２．環境学習活動の階層性 
活動の 
タイプ 

 
   活動の趣旨･内容 

対応する

一般的表

現 
基礎的 
体験活動

自然（＝人間の意図から独立

した営み）を意識せず、自然

と関わる活動を行う 

in 
Nature 

理解のた

めの活動

「自然」および「人間と自然

の関係」について、理解を深

める 

about 
Nature 

工夫のた

めの活動

自然と人間のよりよい関係を

工夫する 
for 
Nature 

 
 
(2) 活動教材の発掘･収集 
 探究学習と環境学習に関わる活動教材を国
内外から発掘すると共に、独自にも開発し、
100 余の活動をモジュールとして集めた。 
 
(3) 系統性の検討 
 集められた教材群の分析から見つかった系
統化の視点を基に、学習活動一般の類型化（表
３）と、探究学習活動の類型化（表４）を試
みた。 

     状態か営みか

 

 

人間の位置づけ 

状態として 

の自然 

 (静的な 

  とらえ方) 

営みとして 

の自然 

 (動的な 

  とらえ方)

人間が関わらない 

           状態･営み

 (=人為に対する概念)

原生林 花壇に野草 

が生える 

人間も含めた 

         状態･営み

 (=世界、森羅万象) 

地球､太陽系 物質循環 

         世界 
  (森羅万象の意の自然)

      学習対象

 
 
 視点              自分     環境 
構造の視点 ヒトの体の

構造を持っ

た自分 

近くにある

川 

機能の視点 
（つながりの視点） 

外界と物質

のやりとり

をしている

自分 

水道水の元

である川 



 

 

表３．学習活動一般の類型化 
学ぶことを特に意識しない活動(遊び) 

情報獲得を意図した活動 

理解することを意図した活動 

知るこ 
とを目 
的とし 
た活動 

創造的な思考活動（仮説づくりなど）

自然の活用（物づくりなど） 実用を 
目的と 
した活

動 

自然からの防御活動（安全維持・災害

予防など） 

 
 

学
び
を
も
た
ら
す
活
動 

学
ぶ
こ
と
を
意
識
し
た
活
動 

   自然保護活動 

 
 
表４．探究学習の位置づけを意図した学習活動の類型化 

学ぶことを特に意識しない活動(遊び) 

発見は特に想定していない確認活動 

気づきの対象は物 想定される

のは存在へ

の気づき  気づきの対象は現象 

異質性･ 
共通性へ

の気づき

気づきの 
対象は外

界のもの

どうしの

関係 
つながり

への気づ

き 
異質性･ 
共通性へ

の気づき

 
 
 
 

 
 

学
び
を
も
た
ら
す
活
動

 
 
 

学
ぶ
こ
と
を
意
識
し
た
活
動

発見の可

能性を想

定した(探

索､〝放浪

〟などの)

活動 

想定される

のは関係へ

の気づき 

気づきの

対象は自

分との関

係 つながり

への気づ

き 
 
 
(4) 以上を踏まえ、探究学習と環境学習の観
点からのカリキュラムの骨組み案を試作した
（表５参照）。 
 
 
表５．探究学習と環境学習の観点からのカリキュラムの
骨組み一案。水に関わる活動教材モジュール例を付記。 
     活動教材 
       の例 
 
学びの階層 

 
 水に関わる 
 活動教材例 

左の活動によ

って促進が期

待される効果

階層１ 
親しみ馴染む 

・水遊び（川、海

辺、プール、風呂

、水まきホース、

…） 
・色水遊び 

・水への関心の

強まり 

階
層
２
（
気
づ
き
と
理
解
）

階層２の１ 

存在への気づき 
・地域等での水域

探し 
・“隠れんぼ”し

ている水を周り

から探す 
・防火用水･水田

など水域におけ

る水生生物の採

取と飼育･栽培 
・身近な水域の水

の顕微鏡観察 
・水の屋内外への

放置と継続観察 

・水の存在への

気づき 
・水生生物の存

在への気づき

・放置された水

に水生生物が

出現すること

への気づき 

階層２の２

のＡ  
「自分(＝
人間)を含

まぬ自然」

の中の関係
への気づき

・「温度」と「水

の状態変化」の関

係調べ 
・どういう場合に

水質が浄化され

るかを探る（汚れ

の沈降、ろ過、蒸

発、…？） 
・川の上流と下流

の水質の比較 
・流れる水の働き

の観察 
・水道水や下水や

泥水の、屋内外へ

の放置と継続観

察 
・池づくりと継続

観察 
・「河川の多自然

性」と「水質や生

物相」の関係調べ 

・水の周囲の温

度への影響へ

の気づき 
・物の変形や移

動への水の効

果への気づき

・「蒸発→凝縮

」の過程の持つ

、水質浄化効果

への気づき 
・「水と土が共

存することの、

水生生物出現

への効果」への

気づき 
・河川の多自然

性が、水質浄化

や豊かな生物

相に与える影

響への気づき

環境に

は自然

的な要

素と人

為的な

要素が

存在し

ている

ことへ

の気づ

き 

・川の上流から下

流にかけてのフ

ィールドワーク 

・川の上流には

飲める水があ

ることへの気

づき 
・生活に用いて

いる水が自然

（川や雨）に由

来し、自然（川

や海）へ帰るこ

とへの気づき

人間の

生活は

自然に

依存し

ている

ことへ

の気づ

き 

・のどの渇きを癒

す物の条件を探

す 
・水を使わない料

理を試みる 
・乾燥実験などを

通して、水を含ん

でいない食物を

探す 
・服や食器の浄化

方法を、水を使用

する場合としな

い場合について

探り、浄化のされ

方を２つの場合

で比べる 
・水道水の由来と

、使用済み水の行

方調べ 

・生きる上で水

が欠かせない

ことへの気づ

き 

階
層
２
の
２ 

関
係
へ
の
気
づ
き 

階
層
２
の
２
の
Ｂ
自
分
（
＝
人
間
）
を
含
む
自
然
の
中
の
関
係
へ
の
気
づ
き

人間の

活動が

自然に

影響を

与えて

いるこ

とへの

気づき

・家庭や工場から

の排水口が有る

川と無い川で、水

質を比べる 
・植生の、土壌の

保水作用への影

響を実験等で調

べる 
・「池」と「草原

の地面」と「裸地

の地面」と「舗装

箇所」それぞれの

表面直上の気温

の比較 

・人間の活動が

水を汚したり、

土壌の保水性

を低下させて

いることへの

気づき 



 

 

自然の活用 ・土壌の保水性を

上げる実験 
・水まきの有効性

を探る実験 
・屋上緑化、壁面

緑化、緑のカーテ

ンなどの有効性

を探る実験 
・水の温度調節効

果が発揮される

都市の模擬計画 
・森林のあり方を

含めた国土改善

のための模擬計

画 

・水源確保施策

への問題意識

の深まり 
・生活環境にお

ける水の温度

調節機能活用

への意識化 
・住居環境、都

市環境、国土環

境のあり方に

対する問題意

識の深まり 

安全維持・

災害予防 
・洪水予防のため

の模擬計画 
・治水施策への

問題意識の深

まり 

階
層
３
（
工
夫
し
自
然
と
付
き
合
う
階
層
） 

自
然
の
営
み
と
よ
り
良
く
付
き
合
う
工
夫 

 
      自然保護活動 

 

 
 
 本研究の成果は、理科カリキュラムの今後
の改善への手がかりとして一つの役割を担
うと考えている。今後、この成果にさらに推
敲を加え、整備していくことを目指す。 
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